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「
地
球
の
未
来
に
自
然
の
叡
智
を
」
を
テ

ー
マ
に
地
球
環
境
を
考
え
る
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

砂
漠
化
を
く
い
と
め
よ
う
と
中
国
政
府
と

協
力
し
て
行
っ
た
砂
漠
環
境
植
林
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
農
民
の
生
活
向
上
と
環
境
保
全
を
目

的
に
始
め
ら
れ
た
養
蚕
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど

の
岐
阜
県
出
身
で
海
外
の
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
る
人
の
話
を
聞
き
、
環
境
保
全
の
行
動

の
足
が
か
り
と
し
ま
す
。

　
●
日　
時　
７
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　

第
一
部　

13
時
受
付
開
始

　
　
　
　
　

第
二
部　

17
時
受
付
開
始

●
と
こ
ろ　
ぱ
・
る
・
る
プ
ラ
ザ
岐
阜

●
会　
費　
１
０
，
０
０
０
円

●
主　
催　
（
財
）
オ
イ
ス
カ
、

　
　
　
　
　
（
財
）
オ
イ
ス
カ
岐
阜
県
支
部

　
　
　
　
　

【
問
合
せ
先
】（
財
）
オ
イ
ス
カ
岐
阜
県
支
部

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８―

２
６
４―

１
１
１
１

　
　
（
内
線
８
６
５
）

　
　

　

県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
今
後

の
施
策
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
食
品
の
安
全

性
に
つ
い
て
消
費
者
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換

を
実
施
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
皆
さ
ん
の
関
心
が
と
く
に
高
い

「
残
留
農
薬
」
を
テ
ー
マ
に
し
ま
す
。

　

こ
の
意
見
交
換
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し

ま
す
。

●
開
催
日
お
よ
び
場
所

７
月
19
日
（
火
）　

岐
阜　

　
　

健
康
科
学
セ
ン
タ
ー
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
シ

　
　

ア
タ
ー

７
月
22
日
（
金
）　

西
濃　

　
　

西
濃
総
合
庁
舎
大
会
議
室

７
月
25
日
（
月
）　

中
濃　

　
　

中
濃
総
合
庁
舎
大
会
議
室

７
月
29
日
（
金
）　

東
濃　

　
　

東
濃
西
部
総
合
庁
舎
大
会
議
室　

８
月
１
日
（
月
）　 

飛
騨　

　
　

飛
騨
世
界
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

●
開
催
日
時　
各
開
催
日
と
も
午
後
１
時
30

　

分
か
ら
３
時
30
分
（
予
定
）

●
募
集
人
員　
各
開
催
日
と
も
50
名

●
内
容　
　

農
薬
の
登
録
制
度
や
適
正
使
用

　

の
指
導
、
残
留
農
薬
検
査
の
結
果
な
ど
に

　

つ
い
て
説
明
後
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
と
意

　

見
交
換
を
行
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
方
法　
７
月
15
日
（
金
）
ま
で

（
必
着
）
に
「
○
○
圏
域
の
意
見
交
換
会
に

参
加
希
望
」
と
明
記
し
、①
氏
名
、②
住
所
、

③
電
話
番
号
、
④
Ｆ
Ａ
Ｘ
が
あ
る
方
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
も
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ハ

ガ
キ
ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
込
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、参
加
希
望
者
が
多
数
の
場
合
は
、

　

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
先
】　

〒
５
０
０―

８
５
７
０　

岐
阜

　

市
薮
田
南
２―

１―

１

　

岐
阜
県
健
康
福
祉
環
境
部
食
品
安
全
推
進
室

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８―

２
７
２―

１
１
１
１

　
（
内
線
２
５
６
７
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
８―

２
７
１―

５
７
２
９

　

E-m
ail c11235@

pref.gifu.lg.jp

担
当
：
杉
山
、
坪
井

　

大
垣
市
と
本
巣
市
根
尾
地
区
を
結
ぶ
第
３

セ
ク
タ
ー
鉄
道
の
樽
見
鉄
道
は
、
沿
線
市
町

に
よ
る
経
営
支
援
決
定
を
受
け
、
市
民
鉄
道

へ
の
転
換
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

樽
見
鉄
道
は
、
本
町
に
は
谷
汲
口
駅
、
高

科
駅
の
２
駅
が
あ
り
、
地
域
住
民
の
通
勤
、

通
学
の
重
要
な
足
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
樽
見
鉄
道
の
存
続
・
啓
発
活
動
を

行
っ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
鉄
道
事
業
者
、
沿
線

市
町
が
連
携
し
て
、
鉄
道
が
も
た
ら
す
沿
線

地
域
へ
の
便
益
に
つ
い
て
住
民
の
理
解
を
深

め
よ
う
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日　
時　
７
月
２
日
（
土
）
午
後
１
時
〜

●
場　
所　
チ
サ
ン
グ
ラ
ン
ド
大
垣

　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
垣
駅
徒
歩
３
分
）

●
内　
容　
え
ち
ぜ
ん
鉄
道
事
例
報
告
ほ
か

●
主
催
者　
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

樽
見

　
　
　
　
　

鉄
道
を
守
る
会

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
１―

３
８―

３
０
９
５

　
「
三
日
里
親
」
と
は
県
内
の
児
童
養
護
施

設
に
生
活
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
中
で
、

帰
省
時
に
帰
れ
る
家
庭
の
な
い
児
童
や
家
庭

の
事
情
で
帰
省
で
き
な
い
児
童
を
民
間
の
ご

家
庭
に
三
日
間
預
か
っ
て
い
た
だ
き
、
児
童

に
温
か
い
家
庭
の
雰
囲
気
を
体
験
さ
せ
る
た

め
、
岐
阜
県
の
委
託
を
受
け
岐
阜
県
里
親
連

合
会
が
行
う
事
業
で
す
。

●
委
託
の
期
間

　
　

８
月
６
日
（
土
）
〜
８
月
８
日
（
月
）

●
申
込
方
法

　
　

役
場
福
祉
課
ま
た
は
各
振
興
事
務
所
住

　

民
福
祉
課
に
申
込
用
紙
が
あ
り
ま
す
。
所

　

定
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
窓
口
に
提
出
し

　

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

　
　

６
月
30
日
（
木
）
〜
７
月
８
日
（
金
）

【
問
合
せ
先
】

　
　

役
場
福
祉
課　
　

    

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
２
‐
２
１
１
１(

内
線
１
７
４)

　
　

西
濃
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー　

　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
４―

７
８―

４
８
３
８

　

ワ
ン
ダ
農
園
（
藤
橋
地
区
）
で
は
ふ
る
さ

と
水
と
土
指
導
員
推
進
事
業
の
一
環
で
、
沢

ア
ザ
ミ
、
農
園
で
栽
培
し
た
じ
ゃ
が
い
も
や

ふ
き
を
収
穫
し
、
農
作
業
・
郷
土
料
理
体
験

教
室
を
行
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

●
日
時　
８
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

●
場
所　
藤
橋
ワ
ン
ダ
農
園
管
理
棟
内

●
費
用　
１
人　

５
０
０
円

●
定
員　
25
人

【
問
合
せ
先
】　

　
　

藤
橋
振
興
事
務
所　

基
盤
整
備
課　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
８
５―

５
２―

２
１
１
１

国
際
�
�
�
�
��

�
地
球
�
未
来
�
自
然
�
叡
智
�
�
開
催

食
品
安
全
�
係
�
�

�
�
�

意
見
交
換
会
�
開
催

�
樽
見
鉄
道
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
開
催

�
三
日
里
親
�
�
募
集
�
�
�
�

�
�
�
農
園
郷
土
料
理
教
室
開
催


